
三次市教育委員会会議録 

 

１ 日  時  令和４年６月２４日（金） 

         開会 午後２時００分 

         閉会 午後２時５５分 

 

２ 会  場  三次市役所本館 ６階６０８・６０９会議室 

 

３ 出席委員  教 育 長  迫 田 隆 範 

 委 員  小 根 森 直 子 

 委 員  深 水 顕 真 

 委 員  井 岡 直 美 

        委 員  藤 井 皇 治 郎 

 

４ 出席職員  教 育 次 長  甲 斐 和 彦 

学校教育課長  中 村 徳 子 

教育委員会事務局付課長  藤 本 裕 佳 里 

文化と学びの課長  古 矢 俊 彦 

教育総務係長  沖 川 佳 代 子 

文化と学びの課主任  畝 岡 あ き 

 

５ 議事日程 

 ⑴ 議案第１１号  三次市文化財保護委員の任命について（非公開） 

 ⑵ 議案第１２号  三次市地域学校協働活動推進員の委嘱について（非公開） 

 ⑶ 議案第１３号  三次市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について 

（非公開） 

 ⑷ 議案第１４号  令和４年度三次市学校運営協議会委員の任命について 

（非公開） 

 ⑷ 報告１     三次市史跡寺町廃寺跡保存活用計画策定委員会設置要綱につ 

           いて（公開） 



教育総務係長 ただいまから教育委員会会議を開催する。教育長の報告をお願いする。 

迫田教育長 前回の教育委員会会議以降の状況について，４点報告させていただく。 

１点目は児童生徒の安全管理についてである。 

５月１９日午後，本市の中学校女子生徒が川での水難事故により亡くなる

という大変痛ましい事案が生起した。大切な子どもの命が失われたことに

ついては，痛恨の極みである。衷心より哀悼の意を表し，また，ご家族の

皆様に心よりお悔やみ申し上げる。 

教育委員会としては，当該校の生徒のケアのため，県の教育委員会にも支

援をお願いし，スクールカウンセラー等の派遣要請を行い，対応している

ところである。また，臨時校長会を開催し，学校管理下でないところも含

め，安全管理の徹底を指導した。 

もう１件は，６月９日，塩町中学校で２年生の理科の授業で硫化水素を作

ってにおいを嗅ぐ実験により，授業が終わった後に，６名の生徒が保健室

に行き，体調不良を訴え，救急対応を行う事案が生起した。学校としては，

複数の生徒が体調不良を訴えたことから，万が一を想定しての対応が適当

であると判断し，救急車を要請したものである。病院では，１名が点滴処

置を受けている。幸いにも６名全員が保護者の迎えにより，夕方までに無

事に帰宅した。この事案については，学校での指導が元での事案である。

複数の生徒に健康被害や健康不安を与えたということについて，当該生徒

及び保護者の方に心からお詫び申し上げる。生徒については，大事に至ら

なかったことは幸いであるが，今回の事案を踏まえ，再度各学校における

教育活動に関わる安全対策の点検，確認，再発防止に努めることについて

指示をした。引き続き注視していく。 

続いて，２点目は市議会６月定例会についてである。 

現在まだ開会中であるが，７月１日までの予定で開会中である。６月２０

日から２２日に一般質問が行われ，１４名の議員が質問された。教育委員

会関係では，１１名の議員から４９件の質問があった。質問の概要につい

ては，すでに委員の皆様にもお届けしているとおりであるが，ピックアッ

プしてご紹介すると，徳岡議員及び伊藤議員から学校給食の食材高騰への

対応について質問をいただいた。食材の中には，様々な情勢により価格が



上昇しているものがあるが，調理法やメニューを工夫し，必要な栄養素が

きちんと摂取できるよう対応を進めていることを説明した。また，齊木議

員から寺町廃寺跡の活用についてご質問いただいた。保存活用計画策定の

方向性について，令和４年度，令和５年度にかけて計画の策定を進めるこ

とや，地元地域と連携をしていくことについて説明した。もう１件ご紹介

すると，藤岡議員と新田議員から，来年度から大きく変わる公立高等学校

の入学者選抜について，生徒や保護者への周知状況についてご質問いただ

いた。新しい選抜制度の内容や，新たに実施をされる自己表現について，

県の教育委員会からの通知，説明会を踏まえて，各学校で個別に，丁寧に，

生徒及び保護者に説明し，指導を行っていることを説明した。その他につ

いては，見ていただいているかと思うが，確認していただければと思う。 

３点目は，大規模洪水想定訓練の実施についてである。 

６月３日に，国や県，自主防災組織などに協力いただき，三次市の大規模

洪水想定訓練を行った。昨年度も行ったが，今年度は市内の小中学校全校

に周知し，都合で参加できない学校を除いて，基本的には全ての小中学校

が参加するということで，３３校中３０校が参加し，子ども達が登校して

いる状況での対応を想定し訓練を行った。教育委員会事務局と学校で，メ

ールと電話での連絡体制ということでやりとりした。洪水となると，１階

が水没・浸水することも想定され，垂直避難することも考えられる。その

ような場合は固定電話やメールが使えなくなる可能性もあり，緊急時には

校長の携帯電話を使用するよう確認した。この訓練において，各学校，教

育委員会で非常に多くの課題の洗い出しができたので，意義のあるものに

できたと考えている。すでに出水期に入っているので，できるだけ早期に

課題について改善を図り，緊急対応に備えて参りたい。 

４点目は三次小学校の改築工事設計者選考審査委員会の開催についてで

ある。 

昨日６月２３日に第１回三次小学校の改築工事設計者選考審査委員会を

開催した。この委員会は，三次小学校改築工事の設計者の選考をプロポー

ザル方式で行うために設置したものであり，委員会のメンバーは建築分

野・教育分野それぞれの学識経験者の方，当該学校の関係者，地元の住民



自治組織，本市の副市長以下行政職員数人を含む１２名で，実施要領，審

査基準の策定について審議していただいた。今後はプロポーザルの報告を

行い，現地確認，技術提案書の提出を受け，９月に第２回の選考委員会を

開催し，設計者を決定していく予定である。これからまたご報告申し上げ

る。 

本日は４点について，ご報告とさせていただく。 

教育総務係長 本日の会議は全員出席のため,地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第１４条第３項の規定により本教育委員会会議が成立していることを確

認する。それでは，以降の進行を教育長にお願いする。 

迫田教育長 これから議事に移る。議案第１１号から議案第１４号は，人事案件である

ため，公開になじまないものと考える。ついては，三次市教育委員会会議

規則第１４条第１項の規定により，議案第１１号から議案第１４号は非公

開が適当と考えるがいかがか。 

委 員 一 同 ―異議なし― 

迫田教育長 異議なしということで，議案第１１号から議案第１４号は非公開とし，報

告１については公開とする。 

  

議案第１１号 三次市文化財保護委員の任命について 

（人事に関する案件のため非公開） 

  

議案第１２号 三次市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

（人事に関する案件のため非公開） 

  

議案第１３号 三次市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について 

（人事に関する案件のため非公開） 

  

議案第１４号 令和４年度三次市学校運営協議会委員の任命について 

（人事に関する案件のため非公開） 

  

迫田教育長 続いて，報告に移る。 



報告１ 三次市史跡寺町廃寺跡保存活用計画策定委員会設置要綱の制定に

ついて，事務局の説明を求める。 

文化と学びの課長 報告１ 三次市史跡寺町廃寺跡保存活用計画策定委員会設置要綱の制定に

ついて報告する。 

本要綱は，史跡寺町廃寺跡を適切に保存管理していくための基本方針や実

施計画等をまとめた保存活用計画の策定にあたり，適切かつ円滑に作業を

進めていくため，三次市史跡寺町廃寺跡保存活用計画策定委員会を設置し

ようとするものである。 

この保存活用計画の策定期間は，令和４年度から令和５年度の２年を予定

しており，策定委員会の委員には，本要綱第３条の規定により，三次市文

化財保護委員会委員，学識経験等を有する者，その他教育長が必要と認め

る者としている。今後，委員やオブザーバーを選定し，次回以降の教育委

員会会議に委嘱の議案を提出する予定である。なお，本要綱の施行期日は

令和４年６月９日である。 

迫田教育長 質問，意見等あればお願いする。 

深水委員  寺町廃寺跡の問題については，教育委員会の中だけではなく，まちづくり

等にも関わってくる全市役所的な問題にもなりうると思うが，市の他部局

を巻き込むような仕組は何か考えておられるか。 

文化と学びの課長 この三次市史跡寺町廃寺跡保存活用計画策定委員会の中では，直接的には

他部局や関連組織との連携はない。ただ，深水委員ご指摘のように，史跡

寺町廃寺跡の整備にあたっては，本市としては高額な予算を使って挑んで

いく事業であるので，まちづくりの大きな起爆剤になると考えている。事

務局の中で，庁舎内の連携機関，例えば観光部局や交通振興部局，地域づ

くり部局と連携し，常に情報交換できるよう，事務局体制の中での取組を

現在関係課と協議しているところである。 

例えば，観光部局でいうと，ＪＲやＪＴＢ等の旅行会社を観光部局のコネ

クションを使って，今後やろうとすることに対して意見等を聞いてみたい

と考えている。地域づくり部局では，地域の方，自治連合会と連携し，そ

れを事務局としてこの委員会へ，調査結果や補足資料として提出してい

く。 



この保存活用計画は，まだ具体でどのような整備をするかを論議する計画

ではない。この遺跡の価値を，資料をどのように保存活用していくか，背

骨の部分を決めていく基本計画である。この２年後に，整備基本計画を立

てる予定である。ここで初めて，具体的にどのような整備をするか計画す

る。その後，基本設計，実施設計を経て着工する。まだいろいろな方から

のご意見をいただく時間は十分にあるので，しっかりと組織立ってやって

いきたいと考えている。 

迫田教育長 その他なければ，報告１についてはよろしいか。 

委員一同  ―了承― 

迫田教育長 これをもって本日の会議を終了する。 

 


